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Ⅰ．調査結果まとめ 
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１．調査結果から明らかになった課題等 
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注） 概要版にないグラフ・データに関しては、報告書を参照ください 
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Ⅱ．調査概要 
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１．調査方法等  
    

    

    

 
 

18歳以上 18歳未満・保護者 事業者 

調査目的 

本調査は、計画年次が令和６～１１年度の「足立区障がい者計画～あだちノーマライゼーシ
ョン推進プランⅣ～」と、令和６～８年度の「足立区第７期障がい福祉計画」「足立区第３期
障がい児福祉計画」の策定に向け、障がい者（児）の生活状況などの現状を把握し、新たな
政策課題の抽出を行うことを目的として実施した。 

調査期間 令和 5年 1月 13日(金)～1月 30日(月) 

調査方法 郵送調査（郵送配付―郵送回収） Web調査 

調査対象 
区内に在住する障がいに関
する手帳等を持つ 18歳以
上の方 

区内に在住する障がいに関
する手帳等を持つ 18歳未
満の方およびその保護者 

区内の障害福祉サービスお
よび障害児通所支援事業者 

配付数等 

手帳等を有する方の構成比
を考慮して、障がいごとに、
以下の件数を抽出した 
 
合計：2,600件 
・視覚障がい：200件 
・聴覚・平衡機能障がい：

200件 
・音声・言語・そしゃく機能障
がい：１00件 

・肢体不自由：800件 
・内部障がい：500件 
・知的障がい：300件 
・精神障がい：500件 

手帳等を有する方の構成比
を考慮して、障がいごとに、
以下の件数を抽出した 
 
合計：400件 
・肢体不自由：150件 
・知的障がい：250件 

区内にある事業所にメール
で調査依頼を送付 
 
 
合計：434件 
・訪問系：186件 
・日中活動系：95件 
・居住系：54件 
・児童系：68件 
・相談支援：31件 
 
（前回は運営法人単位で 

224件に郵送で依頼） 

有効回収数

（前回） 

1,135件/43.7％） 

（1,015件/39.0％） 

190件/４７．５％ 

（168件/42.0％） 

１６１件/37.1％ 

（134件/59.8％） 

 

結果の見方について 

○ 調査結果の比率は、その設問の回答者を基数として、小数点以下第２位を四捨五入して算出してい

るため、合計が 100％にならない場合がある。 

○ 複数回答形式の各項目の回答の合計を足し上げた場合、回答者数を上回るため、回答比率の合計

が 100％を超えることがある。 

○ 図表中の「ｎ」とは、当該設問の対象となる人数を表す。そのため、回答すべき対象者の絞り込みを行

っている場合には、アンケートの回収数と「ｎ」の数値は異なる場合などがある。 

○ 選択肢の語句が長い場合、省略した表現を用いることがある。特定の選択肢を選んだ方だけに質問

するなどの質問の流れによっては、質問の回答者数が少なくなる場合がある。 

○ 性別「その他」と回答された方は各アンケートで 3人未満であるため、本集計における性別の表には

掲載していない。 

○ クロス集計の場合、縦軸では無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集

計（全体）の有効回答数が合致しないことがある。なお、クロス集計とは、複数項目の回答を組み合わ

せて集計することで、その相互の関係を明らかにするための集計方法である。 

○ 「その他」の回答は、複数の回答があった場合、主なものを掲載している。 
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２．居住地の分布 
    

    

    

 

 

18歳以上 

 

 

 

 

 

18歳未満 

 

 

  

8.6%

10.0%

11.5%

11.6%

19.4%

21.6%

6.1%

7.9%

9.1%

10.5%

23.2%

18.4%

19.1%

18.9%

3.0%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳以上

(n=1,135)

18歳未満・保護者

(n=190)

地区1 地区2 地区3 地区4 地区5 地区6 地区7 無回答
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男性

115人

60.5%

女性

75人

39.5%

どちらでもない

0人

0.0%

回答したくない

０人

0.0% 無回答

０人

0.0%

（ｎ＝190)

男性

586人

51.6%

女性

520人

45.8%

どちらでもない

０人

0.0%

回答したくない

3人

0.3% 無回答

26人

2.3%

（ｎ＝1,135）

    

３．性別 
    

    

    

 

18歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18歳未満 
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４．年齢分布、障がいに気付いた年齢（18歳未満のみ） 
    

    

    

 

18歳以上 

 

 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

18歳未満 

 

 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 障がいに気付いた年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.7% 32.2% 15.4% 23.2% 12.5% 2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=1,135)

40歳未満 40～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳以上 無回答

4.2% 10.0% 46.8% 20.5% 18.4% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=190)

0～2歳 3～5歳 6～11歳 12～14歳 15歳以上 無回答

53.2% 15.8% 11.1% 12.1% 6.8% 1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=190)

出生前～0歳 1歳 2歳 3～5歳 6歳以上 無回答
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５．所有している手帳・医療受給者証等の種類と障がいの状況 
    

    

    

 

18歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手帳の重複の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊3つ以上の手等等を有する場合があるため、合計は 100％を超える 

 

 

 

 

 

 

 

愛の手帳
精神障害
者保健福
祉手帳

自立支援医療
受給者証（精
神通院）

特定医療費受給者
証（難病医療券）

高次脳
機能障
がい

発達
障が
い

身体障害者手帳
所持者
424人

19人
4.5％

7人
1.7％

12人
2.8％

16人
3.8％

3人
0.7％

1人
0.2％

他に手帳はない
372人　87.7％

手帳の重複の状況

身体障害者手帳
精神障害者
保健福祉手

帳

自立支援医療受
給者証（精神通

院）

特定医
療費受
給者証
（難病医
療券）

発達障
がい

愛の手帳
所持者
78人

19人
24.4％

9人
11.5％

19人
24.4％

1人
1.3％

3人
3.8％

他に手帳はない
40人　51.3％

身体
障害
者手
帳

愛の手
帳

自立支援医療受給者証
（精神通院）

特定医
療費受
給者証
（難病
医療
券）

高次脳
機能障
がい

発達障が
い

精神障害者保健福
祉手帳所持者

111人

7人
6.3％

9人
8.1％

63人
56.8％

2人
1.8％

2人
1.8％

11人
9.9％

他に手帳はない
41人　36.9％
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18歳未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手帳の重複の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

愛の手帳

特定医

療費受

給者証
（難病医

療券）

発達障が
い

身体障害者手帳
所持者
76人

34人
44.7％

1人
1.3％

1人
3.9％

他に手帳はない
39人　51.3％

手帳の重複の状況

身体障害者手帳

自立支

援医療
受給者

証（精神

通院）

特定医

療費受
給者証

（難病医

療券）

発達障がい

愛の手帳
所持者
119人

34人
28.6％

1人
0.8％

1人
0.8％

13人
10.9％

他に手帳はない
73人　61.3％
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６．要介護認定を受けている障がい者の状況(18歳以上のみ) 
    

    

    

 

○ 「申請していない」人の割合は、全体で 47.3%とほぼ半数になる。未申請者は愛の手帳で

56.4％、精神障害者保健福祉手帳では 51.2％、自立支援医療（精神通院）では 54.5％

と、全体に比較して高い。 

○ 介護度（要支援含む）が認定されている障がい者の割合は、全体で 25.4％になる。障がい

別に見ると、特定医療費（難病医療）が 38.9％と最も高く、次いで身体障害者手帳が

28.7％となっている。他方、愛の手帳（5.1％）と、精神障害者保健福祉手帳（4.9％）は、全

体平均を大きく下回る。 

 

18歳以上 

 

 

  

3.4%

5.7%

2.4%

6.1% 4.8%

3.0% 1.8% 1.4%

47.3% 24.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=1,135)

要支援１ 要支援２ 要介護１

要介護２ 要介護３ 要介護４

要介護５ 申請したが認定されなかった 申請していない

無回答

回答者数 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

申請した
が認定さ
れなかっ
た

申請して
いない

無回答

人数 946 32 54 23 58 45 28 17 13 447 229

構成比 3.4% 5.7% 2.4% 6.1% 4.8% 3.0% 1.8% 1.4% 47.3% 24.2%

人数 394 17 26 11 25 14 13 7 8 192 81

構成比 4.3% 6.6% 2.8% 6.3% 3.6% 3.3% 1.8% 2.0% 48.7% 20.6%

人数 39 0 1 0 0 0 1 0 1 22 14

構成比 0.0% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 2.6% 0.0% 2.6% 56.4% 35.9%

人数 82 0 1 1 1 1 0 0 0 42 36

構成比 0.0% 1.2% 1.2% 1.2% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 51.2% 43.9%

人数 66 0 1 0 0 2 1 0 0 36 26

構成比 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 3.0% 1.5% 0.0% 0.0% 54.5% 39.4%

人数 18 0 1 0 2 1 2 1 0 9 2

構成比 0.0% 5.6% 0.0% 11.1% 5.6% 11.1% 5.6% 0.0% 50.0% 11.1%

人数 5 0 0 0 1 0 1 1 0 2 0

構成比 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0%

人数 7 0 0 0 0 0 0 0 0 6 1

構成比 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 85.7% 14.3%

人数 10 1 0 1 0 0 0 1 1 5 1

構成比 10.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 50.0% 10.0%

人数 437 14 25 12 31 29 13 9 4 204 96

構成比 3.2% 5.7% 2.7% 7.1% 6.6% 3.0% 2.1% 0.9% 46.7% 22.0%

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手
帳

自立支援医療受給者証
（精神通院）

特定医療費受給者証
（難病医療券）

高次脳機能障がいの診
断を受けている

発達障がいの診断を受
けている

その他

無回答

全体
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７．事業所の概要 
    

    

    

 

法人格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の事業種別 

 

  

20.5%

2.5%

6.2% 15.5% 41.0% 5.0% 9.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=161)

社会福祉法人 医療法人

財団法人・社団法人 特定非営利活動法人

株式会社・有限会社・合同会社 その他

無回答
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Ⅲ．障がい者・障がい児調査 
 

 

＊概要版にないグラフ・データに関しては、報告書を参照ください 

＊平成２年３月に公表した前回調査結果は、区ＨＰから入手できます 
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１．医療的ケアの状況 
    

    

    

 

○ 医療的ケアを「特に受けていない」の割合が、18歳未満では 64.7%と高いが、18歳以上で

は 30.9％と大きく下がる。 

○ 18歳以上で最も高いのは「服薬管理」の 47.0％であるが、18歳未満は 26.3％に留まる。 

○ 「服薬管理」を除くと、18歳以上で多いのは「人工透析」「導尿・人工膀胱・人工肛門」、18歳

未満は「吸入・吸引」「胃ろう・腸ろう・経管栄養」が多い。 

 

18歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18歳未満 
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２．主な介助者 
    

    

    

 

○ 18歳以上と 18歳未満で選択肢が異なることから、単純に比較はできないが、18歳以上で

は「同居している親族」が 42.5％であるのに対し、18歳未満は両親・祖父母を合わせると

91.6％となり、同居親族に頼る傾向にある。 

○ 18歳以上で「同居している親族」と回答した人を障がい別に見ると、愛の手帳が 62.8％、

特定医療費（難病医療）が 55.0％と、大きく平均を上回る。 

○ 18歳未満では「母親」と回答した人が 81.6%と著しく高く、特に身体障害者手帳では

85.3％と高い。身体障害者手帳の「父親」は 7.8％で、前回調査の 2.8％から大きく増えて

いる。 

 

18歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18歳未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.5% 8.5%

1.5% 0.1%

6.8% 4.5%

1.9%

27.8% 6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=1,135)

同居している家族・親族 同居していない家族・親族

友人・知人・近所の人 ボランティア

ヘルパー・ガイドヘルパー 施設や事業所の職員

その他 特に支援の必要はない

無回答

7.9% 81.6%

0.0% 2.1%

0.0%

7.9% 0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=190)

父親 母親 兄弟姉妹

祖父母 その他 特に支援の必要はない

無回答
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３．ヤングケアラーの状況 
    

    

    

 

○ 未成年者が同居家族の介護等を担っている割合は、18歳以上で 4.1％、18歳未満は

25.8％となっている。 

○ 介護の頻度は、18歳以上・18歳未満とも「毎日」が約半数を占めた。 

○ 介護にあたる平均時間は、18歳以上・18歳未満とも「1時間未満」が最も多かった。 

 

18歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 平均時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.8% 6.4% 8.5% 19.1% 10.6% 8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=47)

毎日 週５～６回 週２～４回 週１回 週１回未満 無回答

40.4% 14.9% 8.5% 2.1% 8.5%

2.1% 2.1%

10.6% 10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=47)

１時間未満 １時間～２時間未満 ２時間～３時間未満 ３時間～５時間未満

５時間～７時間未満 ７時間～９時間未満 ９時間以上 わからない

無回答
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18歳未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 平均時間 

 

  

51.0% 8.2% 24.5% 8.2% 8.2% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=49)

毎日 週５～６回 週２～４回 週１回 週１回未満 無回答

53.1% 18.4% 8.2% 6.1%

2.0%
2.0%

10.2% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=49)

１時間未満 １時間～２時間未満 ２時間～３時間未満 ３時間～５時間未満

５時間～７時間未満 ７時間～９時間未満 ９時間以上 わからない

無回答
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４．相談相手と希望する相談窓口  
    

    

    

 

○ 悩みや不安を相談する相手は、18歳以上・18歳未満とも「家族・親族」が最も多い。 

○ 希望する相談窓口は、「相談が 1か所ですむ総合的な相談窓口」と「障がい特性に応じた専

門相談」が、18歳以上・18歳未満とも上位となっている。 

 

18歳以上 

 

 相談相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 希望する相談窓口 
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18歳未満 

 

 相談相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 希望する相談窓口 
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５．（公的機関に）相談した結果 
    

    

    

 

○ 医療関係者、行政窓口（障がい福祉課各援護係、障がい福祉センターあしすと、保健所・保

健センター、その他区職員）に相談した結果 18歳以上の 36.2％、18歳未満の 29.4％は

問題が解決している。 

○ 「問題は解決しなかった」理由としては、「現在の制度では対応できない内容だった」が 18歳

以上・18歳未満とも最も多く、次いで「もともと難しい問題であった」が続く。 

 

18歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18歳未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.2% 10.1% 32.2% 21.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=149)

問題は解決した 問題は解決しなかった その時々により異なる 無回答

29.4% 9.8% 33.3% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

（n=51)

問題は解決した 問題は解決しなかった その時々により異なる 無回答
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６．情報の入手先 
    

    

    

 

○ 18歳以上では「あだち広報」が 30.8％と最も高く、「障がい者のしおり」は 16.7％である

が、18歳未満では「障がい者のしおり」が 41.1％で最も高くなっている。 

○ 「区ホームページ・公式ＳＮＳ」は、18歳以上で 17.5％、１８歳未満で 32.１％と、どちらも上

位にあるが、「インターネット検索」は、18歳未満が 32.6％であるのに対し、18歳以上は

10.1％と低くなっている。 

 

18歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18歳未満 
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７．入手できる情報の満足度 
    

    

    

 

○ 18歳以上の「あだち広報」は、満足度も 26.１％と最も高いが、不満も 11.2％と一番多い。

不満の理由は「情報が見つけにくい」、「必要なときに速やかに入手できない」が上位にある。 

○ 18歳未満では「区ホームページ・公式ＳＮＳ」への不満が 26.3％と最も高い。不満の理由は

「情報が見つけにくい」「必要なときに速やかに入手できない」「情報の内容がわかりにくい」

が上位にある。 

 

18歳以上 

 

満足                            不満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.8%

2.0%

2.6%

2.1%

0.9%

1.9%

2.4%

0.7%

3.3%

1.3%

1.0%

12.0%

14.7%

23.4%

14.7%

7.3%

10.3%

11.9%

5.7%

15.7%

9.5%

9.5%

12.8%

16.7%

26.1%

16.8%

8.2%

12.2%

14.3%

6.4%

18.9%

10.8%

10.5%

0% 20% 40%

区のホームページ・公式SNS（ツイッ

ター・フェイスブック）

足立区 障がい者のしおり

あだち広報

障がい福祉課各援護係

障がい福祉センターあしすと

保健所・保健センター

障がい福祉サービス事業所のスタッフ

障がい者団体

医療関係者（医師・看護師・相談員・セラ

ピスト・カウンセラー）

インターネット検索・「１」以外の SNS（ツ

イッター・フェイスブック など）

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ等

大変満足 満足

3.1%

3.5%

2.4%

2.4%

1.9%

1.9%

1.2%

1.6%

1.8%

1.8%

2.6%

5.5%

5.5%

8.8%

4.6%

2.3%

3.3%

3.4%

1.9%

4.6%

3.5%

5.4%

8.5%

9.0%

11.2%

7.0%

4.2%

5.2%

4.7%

3.4%

6.3%

5.3%

7.9%

0% 20% 40%

区のホームページ・公式SNS（ツイッ

ター・フェイスブック）

足立区 障がい者のしおり

あだち広報

障がい福祉課各援護係

障がい福祉センターあしすと

保健所・保健センター

障がい福祉サービス事業所のスタッフ

障がい者団体

医療関係者（医師・看護師・相談員・セラ

ピスト・カウンセラー）

インターネット検索・「１」以外の SNS（ツ

イッター・フェイスブック など）

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ等

不満 やや不満
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18歳未満 

 

満足                            不満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.6%

6.3%

2.6%

4.7%

2.1%

2.1%

5.8%

0.5%

4.2%

3.2%

1.1%

18.4%

40.5%

42.1%

34.7%

7.4%

11.1%

32.6%

8.9%

28.4%

21.1%

11.6%

20.0%

46.8%

44.7%

39.5%

9.5%

13.2%

38.4%

9.5%

32.6%

24.2%

12.6%

0% 20% 40% 60%

区のホームページ・公式SNS（ツイッ

ター・フェイスブック）

足立区 障がい者のしおり

あだち広報

障がい福祉課各援護係

障がい福祉センターあしすと

保健所・保健センター

障がい福祉サービス事業所のスタッフ

障がい者団体

医療関係者（医師・看護師・相談員・セラ

ピスト・カウンセラー）

インターネット検索・「１」以外の SNS（ツ

イッター・フェイスブック など）

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ等

大変満足 満足

11.6%

4.2%

5.3%

4.7%

3.7%

6.3%

1.6%

1.1%

2.1%

3.2%

2.6%

14.7%

16.3%

7.4%

14.7%

5.3%

6.3%

5.3%

3.2%

8.4%

10.5%

8.9%

26.3%

20.5%

12.6%

19.5%

8.9%

12.6%

6.8%

4.2%

10.5%

13.7%

11.6%

0% 20% 40%

区のホームページ・公式SNS（ツイッ

ター・フェイスブック）

足立区 障がい者のしおり

あだち広報

障がい福祉課各援護係

障がい福祉センターあしすと

保健所・保健センター

障がい福祉サービス事業所のスタッフ

障がい者団体

医療関係者（医師・看護師・相談員・セラ

ピスト・カウンセラー）

インターネット検索・「１」以外の SNS（ツ

イッター・フェイスブック など）

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ等

不満 やや不満
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８．新型コロナウイルス感染症の影響 
    

    

    

 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響の生活への影響について、18歳以上の 53.6％、18歳未

満の 63.2％が、「外出の頻度が減った」と回答している。 

○ 外出の減少だけではなく、「運動ができなくなった」「話をする機会がなくなった」「感染が怖く

てなにもできなくなった」などから、身体状況や精神状況の悪化につながったと考えられる。 

 

18歳以上 

 

 外出の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 生活の変化 

 

  

※ 
1.5% 33.0% 53.6% 11.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=1,135)

増えた 変わらない 減った 無回答
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18歳未満 

 

 外出の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 生活の変化 

 

  

0.5% 30.5% 63.2% 5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

（n=190)

増えた 変わらない 減った 無回答
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18.2% 31.3% 35.2% 15.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=1,135)

提出している 提出していない わからない 無回答

    

９．災害時安否確認申出書 
    

    

    

 

○ 申出書の提出者が、18歳以上で前回調査時の 22.7％から１８．２％に、18歳未満でも

36.9％から 33.2％に減少した。 

○ 「記入方法がわからなかった」「提出しても支援を受けられるか不安」という回答もあり、理

解・協力を求める工夫が必要である。 

 

18歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18歳未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.2% 28.4% 34.2% 4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

（n=190)

提出している 提出していない わからない 無回答
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13.6% 31.0% 24.1% 23.9% 7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=1,135)

浸水の深さ、継続時間とも知っている 浸水するかしないかは知っている

知らない わからない

無回答

    

１０．自宅周辺の浸水リスク 
    

    

    

 

○ 18歳未満の 73.1％は、自宅周辺の浸水リスクを把握しているものの、「知らない」「わから

ない」という回答が、18歳以上で 48.0％、18歳未満でも 23.1％あった。 

○ 災害に対する準備も、18歳以上では「特に準備していない」が 38.5％と、前回調査の

32.6％から増えている。 

 

18歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18歳未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.8% 56.3% 12.6% 10.5% 3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

（n=190)

浸水の深さ、継続時間とも知っている 浸水するかしないかは知っている

知らない わからない

無回答
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Ⅳ．事業者調査 
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１．収支状況と経営上の課題 
    

    

    

 

○ 令和３年度の収支状況は、前年度に比べ「黒字であった」が 21.1％から 23.0％に、「収支が

ほぼ均衡した」が 21.1％から 25.5％に、それぞれ増加している。 

○ 経営上の課題として、「職員の確保が難しい」は前回調査と同様に最も高いが、前回は

26.1％だった「利用者の確保が難しい」が、49.1％に増えた。 

 

令和３年度の収支状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営上の課題 

 

 

  

23.0% 25.5% 11.8% 12.4% 14.3% 13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=161)

黒字であった 収支がほぼ均衡した やや赤字であった 大きく赤字であった

わからない 無回答
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２．新規依頼者の変化と新規の依頼への対応、職員数の状況 
    

    

    

 

○ 新規のサービス提供依頼者が増えている事業者は全体の 26.7％であり、前回調査の

39.6％を下回った。 

○ 一方で、「対応できず、時に断る場合がある」「まったく対応できていない状況にある（頻繁に

断る場合がある）」は、前回の 58.2％から 46.6％に減少した。 

○ 職員が「大変不足している」と「やや不足している」を合わせると 52.8％となり、こちらは前回

調査の 67.9％からやや回復したものの、依然高い状況にある。 

 

新規サービスの依頼者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規の依頼への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.1% 23.6% 42.9% 9.9% 4.3%

3.1%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=161)

かなり増えた やや増えた 変わらない やや減った

かなり減った わからない 無回答

42.2% 37.9% 8.7% 11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=161)

対応できている

対応できず、時に断る場合がある

まったく対応できていない状況にある（頻繁に断る場合がある）

無回答

11.8% 41.0% 34.8%

0.0%

12.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数

(n=161)

大変不足している やや不足している 適当である 過剰である 無回答
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３．サービス提供の課題 
    

    

    

 

○ 職員不足の影響から「量的に、利用者の希望通りに提供できていない」が 26.7%あり、さら

に「困難事例への対応が難しい」が 25.5%、「休日や夜間の対応が難しい」が 24.8%など、

体制や専門性に関する課題が多くあげられている。 
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４．利用者・家族からの相談や苦情 
    

    

    

 

○ 相談・苦情内容とも、「サービスの質や内容に関すること」が最も高くなっている。 

○ 苦情内容で 21.7％と高い「従事者の態度や言葉づかいに関すること」は、障がい者虐待に

つながる問題と認識して対応するよう、あらためて事業所へ周知する必要がある。 

 

 相談内容                           苦情内容 
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